
 ３年 技術・家庭（家庭分野） シラバス 

１ 技術・家庭科（家庭分野）の目標 

 

     

 

 

２ 教科における重点目標等 

  

   

 

 

３ 学力を向上させる方法  

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 評価の観点 

評価の観点 観点の内容 評価の方法 

知識・技能 家庭生活に関する基礎的・基本的な知識

が身についているかを評価します。ま

た、生活に関する技能（調理・裁縫など）

がしっかりと身についているかを評価

します。 

レポート、ノート・学習プリント 

作業・実習の様子、知識、作業・

実習、技能の習熟状況、定期テス

ト、完成作品、実技試験 

思考・判断・表現 生活をより良くしようとするものの見

方や考え方ができているか、問題解決に

むけた思考の過程やアイディアを評価

します。 

作業や実習への取り組み、授業の

様子、作品・ノート等の提出物、

実習記録、計画・記録、定期テス

ト 

主体的に学習に

取り組む態度 

自らの生活を振り返りながら意見をま

とめることや、家庭生活に関する知識・

技能を習得しようと学習活動に取り組

もうとしているかを評価します。 

出席状況、授業に取り組む態度、

挙手・発言等、ノート等の提出物 

５ 家庭学習の仕方 

 

６ 年間学習予定 

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、衣食住などに関する実践的・体験的な活動を通

して、よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し創造する資質・能力を育成します。 

日常生活の中から問題を発見して課題を設定し、解決に向けて既習事項をもとに話し合い

活動を行う。また、さらに家庭や地域で実践できるようにします。 

生活に必要な基礎･基本の知識及び技能を習得できるようにします。 

 

（１）たくさん発表する機会を設け、自信をもって意見を言える雰囲気のある授業をつく

ります。難しく考えず、普段の生活を振り返りながら学習に取り組みましょう。 

（２）理解を深めるために、実験や実習を取り入れた授業を行います。積極的に取り組み

ましょう。 

（３）生活に密着した題材・生活に役立つ題材をもとに、楽しく授業を進めます。いつで

も、どんなことでも質問してください。 

技術・家庭科は、生活に密着した題材・生活に役立つ題材をもとに授業を進めます。自

分の生活を振り返り、既習後は、生活の中で実践し習得しましょう。 
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学期 単元名 学習のポイント 

１
学
期 

 

Ａ．幼児の生活と家族 

★幼児の頃と今の自分 

★幼児の体の発達 

★幼児の心の発達 

★発達のとってのおとなの役割 

★遊びが必要なわけ 

★遊びを支える環境 

 

 

・自分の成長を振り返り、幼児期への関心を高

めます。 

・赤ちゃん人形を用いて抱っこの仕方などを体

験しながら学びます。 

・幼児の心身の発達の特徴を知り、子どもが育

つ環境とおとなの役割について考えます。 

・幼児にとっての遊びの意義や遊ぶ環境につい

て考えます。 

 

・家庭や家族の機能を知り、家族関係をよりよ

くする方法について考えます。 

・家庭と地域のかかわりについて学習します。 

 

２
学
期 

 

Ａ.幼児とのかかわり 

★幼児とのよりよい関わり方 

★子どもの成長と地域 

★幼児の食べ物 

 

Ａ.家庭生活と地域の関わり 

★家庭生活と地域での活動 

★多様な人々が暮らす地域 

★地域に暮らす高齢者 

★高齢者とのかかわり 

 

Ａ.持続可能な家庭生活 

★持続可能な家庭生活 

 

 

・幼児と触れ合うときの注意点等を考えます。 

・地域のつながりについて知り、地域の中で中

学生ができることを考えます。 

・幼児の食べ物はどんなものか学習します。 

 

・家庭生活が地域との相互の関わりで成り立っ

ていることを知り、多様な人々が暮らせるた

めの工夫ができるようにします。 

・見守りが必要な高齢者等、様々な人との関り

を考えます。 

３
学
期 

 

Ａ.家族・家庭と子どもの成長 

★自分の成長と家族 

 

・幼い頃の自分について家族や知人から情報を

集め、「タイムスリップ」を製作します。 

・自分の成長を振り返り、自分と家族や家族生

活とのかかわりについて考えます。 

※Ａ．家族・家庭生活、Ｂ．衣食住の生活、Ｃ．消費生活・環境の３つの領域を３年間で学習しま

す。 
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